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Ⅰ ファンドの運用状況

１.

(1)資産内訳 （百万円未満切捨て）

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比
百万円 % 百万円 % 百万円 %

(2)設定・交換実績 （千口未満切捨て）

千口 千口 千口 千口

(3)基準価額
口当り基準価額

百万円 百万円 百万円 円

２．会計方針の変更
① 会計基準等の改正に伴う変更 有・無
② ①以外の変更 有・無
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Ⅱ 中間財務諸表等 

ＮＥＸＴ ＦＵＮＤＳ 運輸・物流（ＴＯＰＩＸ－１７）上場投信 

（１）【中間貸借対照表】 

（単位：円） 

 
第 10期 

(平成 29年 7月 15日現在) 
第 11期中間計算期間末 

(平成 30年 1月 15日現在) 

資産の部   

流動資産   

コール・ローン 2,944,948 5,794,017 

株式 490,952,750 550,264,900 

未収入金 2,941,530 - 

未収配当金 3,500 13,600 

流動資産合計 496,842,728 556,072,517 

資産合計 496,842,728 556,072,517 

負債の部   

流動負債   

未払収益分配金 4,256,385 - 

未払受託者報酬 129,284 139,299 

未払委託者報酬 698,069 752,130 

未払利息 6 4 

その他未払費用 64,620 130,561 

流動負債合計 5,148,364 1,021,994 

負債合計 5,148,364 1,021,994 

純資産の部   

元本等   

元本 407,570,580 407,570,580 

剰余金   

中間剰余金又は中間欠損金（△） 84,123,784 147,479,943 

（分配準備積立金） 22,723 22,723 

元本等合計 491,694,364 555,050,523 

純資産合計 491,694,364 555,050,523 

負債純資産合計 496,842,728 556,072,517 

（２）【中間損益及び剰余金計算書】 

（単位：円） 

 
第 10期中間計算期間 

自 平成 28年 7月 16日 

至 平成 29年 1月 15日 

第 11期中間計算期間 

自 平成 29年 7月 16日 

至 平成 30年 1月 15日 

営業収益   

受取配当金 2,128,375 2,796,025 

有価証券売買等損益 30,274,475 61,478,718 

その他収益 71,167 63,755 

営業収益合計 32,474,017 64,338,498 

営業費用   

支払利息 474 526 

受託者報酬 136,706 139,299 
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委託者報酬 738,149 752,130 

その他費用 80,911 90,384 

営業費用合計 956,240 982,339 

営業利益又は営業損失（△） 31,517,777 63,356,159 

経常利益又は経常損失（△） 31,517,777 63,356,159 

中間純利益又は中間純損失（△） 31,517,777 63,356,159 

一部交換に伴う中間純利益金額の分配額又は一部交

換に伴う中間純損失金額の分配額（△） 
- - 

期首剰余金又は期首欠損金（△） 81,214,361 84,123,784 

剰余金増加額又は欠損金減少額 14,272,680 - 

中間追加信託に伴う剰余金増加額又は欠損金減

少額 
14,272,680 - 

剰余金減少額又は欠損金増加額 42,792,082 - 

中間一部交換に伴う剰余金減少額又は欠損金増

加額 
42,792,082 - 

分配金 - - 

中間剰余金又は中間欠損金（△） 84,212,736 147,479,943 

（３）【中間注記表】 

（重要な会計方針に係る事項に関する注記） 
  
  
１.運用資産の評価基準及び評価方法 株式 

原則として時価で評価しております。 
時価評価にあたっては、市場価格のある有価証券についてはその最終相場(計算日

に最終相場のない場合には、直近の日の最終相場)で評価しております。 
２.費用・収益の計上基準 受取配当金 

受取配当金は、原則として配当落ち日において、確定配当金額又は予想配当金額を

計上しております。 
  有価証券売買等損益 

約定日基準で計上しております。 
３.金融商品の時価等に関する事項の補

足説明 
金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理

的に算定された価額が含まれております。当該価額の算定においては一定の前提条

件等を採用しているため、異なる前提条件等によった場合、当該価額が異なること

もあります。 
４.その他 当ファンドの中間計算期間は、平成 29 年 7 月 16 日から平成 30 年 1 月 15 日まで

となっております。 
  
（中間貸借対照表に関する注記） 
  
  

第 10期 
平成 29年 7月 15日現在 

第 11期中間計算期間末 
平成 30年 1月 15日現在 

１. 計算期間の末日における受益権の総数 １. 中間計算期間の末日における受益権の総数 
      28,955口       28,955口 

２. 計算期間の末日における 1単位当たりの純資産の額 ２. 中間計算期間の末日における 1単位当たりの純資産の

額 
    1口当たり純資産額 16,981.3円     1口当たり純資産額 19,169.4円 

    (10口当たり純資産額) (169,813円)     (10口当たり純資産額) (191,694円) 
  
（中間損益及び剰余金計算書に関する注記） 
  
  

第 10期中間計算期間 
自 平成 28年 7月 16日 
至 平成 29年 1月 15日 

第 11期中間計算期間 
自 平成 29年 7月 16日 
至 平成 30年 1月 15日 

１. 追加情報   該当事項はありません。   

  

平成 28年 1月 29日の日本銀行による「マイナス金利

付き量的・質的金融緩和」の導入発表後、国内短期金

融市場では利回り水準が低下しております。この影響

により、利息に相当する額を当ファンドが実質的に負

担する場合には受取利息のマイナスまたは支払利息と

して表示しております。 
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（金融商品に関する注記） 

金融商品の時価等に関する事項 
  
  

第 10期 
平成 29年 7月 15日現在 

第 11期中間計算期間末 
平成 30年 1月 15日現在 

１．貸借対照表計上額、時価及び差額 １．中間貸借対照表計上額、時価及び差額 
貸借対照表上の金融商品は原則としてすべて時価で評価し

ているため、貸借対照表計上額と時価との差額はありませ

ん。 

中間貸借対照表上の金融商品は原則としてすべて時価で評

価しているため、中間貸借対照表計上額と時価との差額は

ありません。 
２．時価の算定方法 ２．時価の算定方法 

株式 
 （重要な会計方針に係る事項に関する注記）に記載して

おります。 
コール・ローン等の金銭債権及び金銭債務 
 これらの科目は短期間で決済されるため、帳簿価額は時

価と近似していることから、当該帳簿価額を時価としてお

ります。 

株式 
 （重要な会計方針に係る事項に関する注記）に記載して

おります。 
コール・ローン等の金銭債権及び金銭債務 
 これらの科目は短期間で決済されるため、帳簿価額は時

価と近似していることから、当該帳簿価額を時価としてお

ります。 
  
（その他の注記） 
１ 元本の移動 
  
  

第 10期 
自 平成 28年 7月 16日 
至 平成 29年 7月 15日 

第 11期中間計算期間 
自 平成 29年 7月 16日 
至 平成 30年 1月 15日 

期首元本額 689,766,228円 期首元本額 407,570,580円 
期中追加設定元本額 280,393,920円 期中追加設定元本額 0円 
期中一部交換元本額 562,589,568円 期中一部交換元本額 0円 
  
２ デリバティブ取引関係 
  
  
該当事項はありません。 
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